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“溺持i郷土玩具 (1日滋持i経由で
収集された作品)"の問題点

-1伊藤三郎・中国民間玩具
コレクションjについて-

伊藤三郎※

1 .本コレクションの概要と特色

中国の人形玩具は美術人形、民間玩具、古代

玩具に大別されるが、本コレクションは日本の

「郷土玩具jに相当する中国民間玩具を、筆者

が1980~90年に、中国農村を[QJって採取、或い

は中国の友人の寄贈を受けて出来上ったもので

ある O 総数約850点で、殆んどが文化大革命

(1966~76年)以後の民間美術復興運動で再現

された「現代物jである o I当数量的に小ぶりに

なったのは、筆者が定年後、北京中央民族大学

と貴州大学に留学、これからという矢先、自を

患い、視覚障害2級になり、採集を断念せざる

を得なかったからである。故に「教育(益知)

玩具J等、後刻まとめて購入予定の物は少数に

止まった。

本コレクションの内容を一言で表現すれば、

1994年に東京で開催された「中国民間玩具の世

界展J(中留美術館所蔵)とよく似ていた、で

あろうか。

その玩具及び玩呉資料は、自録とカードで一

覧でき、自録からは、各種の分類ができる。中

国の分類法は使途別分類(例:節句毎に出回る

「節令玩具j等)と製法5JU分類が多いようだ。

この呂録とカード(全作品のカラー写真と品

名、産地名、す法、解説等が付いている)は、

CD盤に収められ、利用できるようになってい
フ
00  

本コレクションの纏めには、主に図鑑「中国

民間美術全集ト三、遊芸篇・玩具巻 (1984年)J

を参照した。この書が民間美術復興運動を総括

※日本人形玩具学会会員

したものだったからである。

本コレクションは兵庫県姫路市の「日本玩具

博物館(井上重義館長)Jに寄贈される。多く

の方の参観とご利用を期待する。

本コレクションはまた次の二特色を持つ。

< i >中毘全土の人形玩異をできるだけ満遍

なく採集するよう努力した。

この方針は戦前の民間玩具採集が、 f子授け

人形(語it瓦)等迷信的なものに偏っていたの
ではないか、という思いからきている。戦前の

コレクションは採集を在「満J邦人に任せ、つ

まり「かたちJを鑑賞するだけで、玩具で「あ

そびj、生活する人達を見なかった。では在

日前jの採集者はといえば、その解説を見るか

ぎり、郷土玩具に対する親近感はあるものの、

植民地支配者特有の露骨な「蔑視観jで中忠文

化を見ている(少数だが、そうでない人もいた

が・. .)。

中l;mの研究者によると、中国美術とは二重構

造になっている。それは①宮廷プラス士大夫層

が磨き上げた美術(故宮博物院の国宝等)と②

農民が育てあげた民間美術の二重構造である O

両者は相互に影響し合っているが、文化創造の

基本的力は②にあるという O 民間玩具は②の一

部で、迷信等の封建遺制の残りカスも混ってい

るO 新中国の文化方針は、農民の民間美術を長

期間かけて、除去すべきは除き、後世に伝える

方針で、民間美術等を収集、村々の「群衆文化

館j等に保管していた。紅衛兵は民間美術と関

係者を敵視して破壊、迫害したので、民間美術

はその大部分が消滅した。それを農民の副業で

再現させたのが民間美術復興運動であった。日

本の郷土玩具復興運動は、明治の先覚者によっ

てなされたが、中国では市場経済移行の前段と

して、国を挙げておこなわれた。

< ii >生産地等の玩巽資料が明確

日本の郷土玩具の場合、有形民俗資料になる
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ためには、定められた要件を満たしていなけれ

ばならなし」産地等が不明確な物は、学術的制

値が低い。中国民間玩具も同様である。

本コレクションは筆者が中由美術学会民間工

芸美術委員会(民間美術学会と略称)と協力、

産地、名称等に正確を期した。加えて、前記留

鑑の編集委員でもある徐芸乙南京大学教授に監

修をお願いして、万全を期した。従って後学の

研究に役立つと信じる O

中i翠民間玩具産地について述べれば、産地形

成には条件があり、第一は地力に乏しい土地で、

ある O 華北に産地が集中するのは、黄土地帯で、

肥料や濯概の乏しかった時代、農民は数年おき

に一毛作の休耕を余儀なくされ、副業を必要と

した。第二は文化水準が高く、交通も使利、販

売組織(向郷〈パン〉需が多い)が強国等であ

るO また，伝統的節句行事を、長い歴史をかけ

て、全国一律におこなってきたことが、漢民肢

の連帯意識強化と共に、農民の菖Ij業をも助けて

いる O 従って産地は一朝にしてはできないので

ある。

後述するように、華北の玩具生産地と!日満州

の消費地を結ぶルートは、日中戦争中も封鎖さ

れていなかった。!日満州は、日中全面戦争、太

平洋戦争の重要な後方基地であったので、重工

業化が急がれ、戦乱を逃がれる華北、 UJ東の農

民が労務者として大量に!日満州に移送された O

漢民族の行くところ、節句行事はっきもので、

民間玩具も共に入境したのである O

2.収集の動機と目的

筆者は「文化大革命jに触発され、また今後

の自中関係を展望して、新角度からの研究、中

国民俗学研究を志した。しかし毛沢東は民俗学

を嫌い、戦前の中麗人研究者は台湾と米国に追

われていた。タテ社会の中国で、就くべき師も

ない一外国人がどうやって中富民俗学を研究す

ればよいか?そこで有形民俗資料である民間玩

具を収集、併せて祭記調査を始めることにした。

高名な民間玩呉研究者李寸松先生達も文化大革

命で苦労しただろうと、安否を問い合わせると、

11弔るし上げは喰ったが元気。例年を回途に、

民間美術復興運動を始めるところだ。 日本の文

化財保護についても知りたい。jとの返事。“渡

りに船 l"と筆者の希望を{云えて快諾を得た O

以後度々訪中、民間美術学会の年次総会にも数

多く出席、筆者の研究も発表、各地の研究者と

交流して質量な玩具の寄贈も得た。また該学会

と日本人形玩兵学会との学術交流及び江蘇省美

術館への日本郷土玩具の寄贈(亀井鎖コレクシ

ョン)の橋渡しもおこなった。筆者の各地での

祭杷調査と採集品の紹介、民俗志及び論文はiヨ

中友好新lilJや各学会誌に報告した。

さて、中国は2002年を機に、内陸部も含めた

全面的「市場経済J時代に突入、農村・にも資本

主義が流入して、副業としての民間玩具の製作、

技術の伝承も影をひそめる。思えば、筆者は歴

史のほんの一瞬の僚倖の11寺に、設工liな民11IJ玩具

を日本に残すことができたのである O その合lli値

を知って、永年の語学の友でパソコンにも強い

中村ひろ子さんが、写真家の友と障害者支援に

来て下さった。家族の協力もあり、長年産!って

いた玩具整理が軌道に乗ったO

3. I現代物jと民俗学の接点
本コレクションは「現代物Jにならざるを得

なかったが、それ故の利点もある。 f現代物J

には民間美術復興運動の成果として、今まで知

られなかった新種が多数出現したからである。

それらを祭詑調査の内容とつき合わせると、中

国民俗学の重要テーマが浮んでくる。

以下三穫の「現代物Jについて見てみよう。

< 1 )端午の虎の「合体形j

新中国後に華北各省で発見された端午の虎

(縫いぐるみ)の、他の動物との「合体形jで

ある O 鼻の部分が鋭い槍のような蛇と化した

「蛇鼻虎(UJ西)J、また童子と合体した f人体
連虎(挟西)J等である o I日暦五月五日は中国
では、 1孟暑からくる悪疫から子どもを護る日で
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あった。悪疫退治の卒中、張道陵の乗る「神虎j

にちなんだ虎の玩具が飾られ、男の子に与えら

れる or合体形jは虎の外敵(悪疫)退散の威
力増強のためと考えられる。「合体形jを発想

する原因として、悪疫や災難は外から侵入して

くる敵と見る思想、がある O 一神教の「原罪jの

ような内在的なものとは考えないのである。外

敵は即ち「鬼(古代語は灘)Jで日本に伝来し

て「追傑(鬼やらいけになった。外敵だから

威嚇や被い清めて退治できると考え、お被いを

する人 UsJが登場する or Z1z;Jは古代、 rf需J
と向義で、わj、儒jは葬儀など死者に関するこ

と全てを扱う集団であった。孔子もそういう出

自である。小儒の中には人形を使って墓所のお

被いをする者もいたが、前i莫時代には宴席に出

て、人形を舞わせる芸人になる者もいた(漢代

画像碑にある)。

f蛇轟虎j 山西雀 (布)

端午の虎と蛇の合体物

< 2) r黒い玩異」と民俗学
「黒い玩具jは数手重あるが、主要なのは次の

三種で、全て黒い地に目鼻や文様を彩色した土

笛である O

①「泥泥狗jと総称される玩具・ .i可南省准

i場県の伏義i凌の祭で売られ、彼の妻、女嬬の生

物創造神話と結合した多数の怪獣、入、動物等

カfある。

②「註16tdjと総称・ .i可南省波県大任廟の

黒い玩具「人面座り猿J

河南省准楊累 (土笛)

黒い玩具 芭族玩異「山麓J(土箆)

費件l省黄平県



縁百で売られる黒い玩具。時末農民戦争の死者

の副葬品と関係あるものとされ、黒い騎馬武者

や馬の人形が多い。また「クーク-Jは鳥の鳴
き声の擬音で、鳥の玩具も目立つが、神話から

古代氏族のトーテムと関係ありとする研究者も

いる O

③賀川、l省黄平県の「苗族玩具j

西南少数民族は古代の氏族ilJlj社会時代の風習

を残す所が多し'0古代、漢民族の全国市iJNMに追

われ、人跡稀な所にコロニーを開いた。土家族

や葬族には、現在もlE術師が活動している。彼

黒い玩異「騎馬武者J

河南省法県 (土笛)

イ ツオヲイチ

少数民族舞族の仮面Jjljr撮泰吉J
猿の仮菌をかぶり、赤ん坊を背負う扮装。

等は弟子達と仮面劇をおこなう O 施療が終わっ

た家や村の広場等で、亙E術師が天神や海:事11の援

助を得て、立IJイ可に鬼を退治したかというストー

リーや予祝行事的仮面射を上演する O 筆者は貴

州、雲南両省境に近い威寧少数民族自治県のUJ

奥で、少数民族イ(弊)族の祭と仮面劇

f ilrf奏活jを調査した。村の長老が孟術品を兼
ね、ピーモに率いられた猿面をかぶった男達が

祭記を行い、その後、予祝行事のような仮面劇

を村人に見せた。

< 3 > r棒棒人jと「耳報神j
様棒人は挽き物玩具で、日本の「こけしjそ

っくりの、手足の無し、人形である。こけしと異

なる簡所は、頭のてっ辺にj梓を掘って木製の掛i

りをはめ込む所だけである o I可 Jf~の人形を北方

シベリアのシャーマンが頭痛の病人を治療する

I!を用いている口また男女の区別がJl~に現われて

いる O 男性(高棒恒三人)は「こけしJに、T:'I't

(低棒様人)は「えずこ」に似ている。 LLi東

省長1)(タン)城が俸棒人の産地で、あるが、 i可形

で、小型化した人Jl~が、河南・波県にもあるし、

山東・泰UJでも売られている。

新rj:J回以前には、関東(河市-LLJ束)は、

「耳報判1Jと呼ばれる棒棒人を持ったA術fli¥iが

村々を巡り、 l:!:iトや治療に当ったりしたという O

その時、 A術姉が人形を耳に当てて神の託宣を

開く姿勢をとったので、「耳報ネlllJと呼ばれた。

現在「耳報神j に一番近い 7f~状の物は、泰山の

棒棒人だといわれる。

以ヒの民間玩具とそれを売り出す祭の調査か

ら浮かんでくる民俗学の課題の一つは flや国産

締けではなかろうか。中国忍術は朝鮮亙i*j、日

本神道、シベリアのシャーマニズムとも深く関

わっている O またこれらの地に、それぞれ棒状

の人形が存在し、魔除け等に使われていること

に注意すべきだろう。



「高事撃事華人 (男・右)Jと

「低繍韓人(女・左)J (木)

4. 日本に残った「満州郷土玩具jの問題

昭和初期、民間玩具の「伝世品(新中間以前

に作られた物)Jが、“満州、i郷土玩具H の名で、

大連経由で日本の郷土玩具愛好家に収集され、

輸入数三万点に及ぶといわれる D 現在、大部分

は各博物館に寄贈され、著名コレクターの名を

冠したコレクションになっている。 1903年、そ

れらが兵産県龍野市歴史文化資料館で一堂に会

し、展覧会の図録「中国東北部の玩具jも刊行

された。筆者はこの企画を高く評価するものだ

が、玩具の情報には大いに問題があった。

産地として図録の地図には十箇所が記入され

ているが、果して!日満州にかくも多数の産地が

あったのか? 思録第72図 ~74図の黒い魚、犬、

鳥の土笛の産地名は rn乎繭Jr龍i二JJr営i二JJと
なっている O また92図にも同形の黒い玩具があ

るO ところがこれは全て前述した黒い玩具「泥

泥狗jの土産用の安物(粗貨)で、吹き口が前

方にあることも一致する。産地が河南省准i場県

であることは、同ーの現代物を筆者自身が採収

しているから間違いない。

最大の決め手は、民間j美術復興運動開始時の

東北部 (1日満州)調査の必要に隠する討議の結

論であろう。結果、調査はおこなわれなかった。

東北部には戦乱を逃れて華北、山東の産地農民

が一時移住したかもしれないが(戦後は帰郷)、

民間玩具産地が無いというのが、中国の研究者

の常識になっている o (よく探せば少しは有る

かもしれないという人もいる)。理由は①寒冷

地問題:農民が冬季副業に玩具を作るには寒す

ぎる。②文化問題:東北部は移民の地で、文化

の歴史が短い等である O ①についていえば、

「呼蘭jはハルピンの北に位置し、冬は酷寒零

下三十度以下にもなる O 台所の竃の上の余熱で

玩具の素焼きをつくるには、寒すぎる O 結局、

!日満州で採集された民間玩具の大部分は、中国

本土からの輸入品ということになる。

では玩具にも記入され、図録にも明記されて

いる「地名jは何を意味するのか?それは「産

地jではなく、「採収地jと解すべきものであ

ろう O 密録の解説にも、 rl奇一玩具や向ーの型
からとった物の地名が異なり、混乱したjとあ

るが、それは産地と考えたから混乱したのであ

って、採集地なら、異なるのが当然ではない

か。

では地名を「採集地jと明記せず、あたかも

「産地jのようにしたのは誰で、何のためであ

ったのか?日満州(大連)から日本への玩具

のルートを辿っていくと、仲介者として須知善

一氏が浮んでくる O 彼はと満州郷土玩具とにつ

いてたくさんの記事を書いている O それ等によ

ると、日本のコレクターへの直接送付及び日本

の業者への卸売を独占しただけでなく、日本へ

の全ての輪入に関わっている。また国策会社

「満鉄」はじめ各方面に顔がきき、全土の採集

者(在「満j邦人等)を手足の如く使ってい

る。

何故あたかも産地のように見せたかについて

も、須長fJ氏の記事から推察できる O 満鉄広報誌

に載せた「満州郷土玩具案内(連京線の部)J

には大要次のように言う。 と(満州の)郷土玩

具はかつて漢民族にもたらされたものだが・

長年満州、iの風土に培われ・-近代文化の嵐にも
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さらされなしい・素朴、純真なものとして残っ

た。と この文章に「毘Jという字を加えれば、

彼の意図が明瞭になる O つまり「満州(毘)に

残った玩具は、満州(国)の物であって、中国

のものではないjというのである O 近現代史を

思い出してみよう O須知氏が活躍した昭和初期、

昭和6年 (1931年)にj持州事変勃発。これは日

本関東軍が謀略で東北三省を占領したものであ

るO 蒋介石がこれを日本の侵略として国際連盟

に提訴、リットン調査留がやって来る O 日本は

1932年、 j専儀を皇帝とするカイライ政権「満州

国Jを建て、これに対抗した。当然「満州国の

文化なるもの」を対外的に示さなければならな

くなった O 日本から多くの文化人が呼ばれ、

11日満州jの絵や小説を発表した O 当時は郷土

玩具ブームである O 中国の民間玩具をと満州郷

土玩具ミと称、し、「満人jの文化なるものにす

れば、国策にも合致し、須知氏の利益も保証さ

「背背猿J(おんぶ猿)、石、河南省方域

① “背背(ペいペい)"は“輩輩(代々)"

と同音なので、代々出世すると縁起を担ぐ。

② 大猿が小猿を背負う姿は「母子猿J。

その寓意は f多子多福」。

れたのである O 須知氏には、!万、敬首相刺殺犯、

中間畏ーを部下の様に使っていた等、箪の強力

なバックを持っていた併が幾つもあげられてい

る(松原一枝著「幻の大連J)o

今や“満州郷土玩具H は各博物館に入札国

民の文化財となった。もはや須知氏のお墨付き

(誤った情報)を有り難がる時代ではない。 同

じく戦時中に日本に来たものでも、南方信託統

治領から来た資料は、世界の研究者に公開、利

用されているのに、中国民間玩具の「伝世品

(満州郷土玩具)Jがそうならないのは、そこに

「歴史認識J問題が介在し、日本人がふるい歴

史観を捨てきれないためではなかろうか。

では、日本に残った「伝i止品jに、どう対処

すればよいのか?結局、龍野市の麗覧会で計担TI

されたような方式、 l:j:q主!の専門家を加えて整理

し直すのがよいと思う。それも早い方がよい。

高齢化が中国でも進んでいるから O

「繋人・孫軍団J(罵のタテガミ人形・悟空軍

毘)、紙・土・鰯毛・金属、北京

中居的動く玩真。銅製の血を叩くと、 ド

ラの音と共に人形が京劇の立ち回りをする。
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